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「
関
善
光
寺
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
宗
休
寺
（
西
日
吉
町
）
。

歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
こ
の
古
刹
で
現
在
、
市
民
団
体
な
ど
が
協

力
し
て
「
て
ら
っ
こ
」
や
「
善
光
寺
茶
屋
」
を
は
じ
め
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
写
生
大
会
や
林
間
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
市
民
交
流
の
場
と
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

宗
休
寺（
関
善
光
寺
）の
創
建
は
延
享
２
年（
１
７
４
５
年
）、広
瀬
新
太
郎
利

忠
が
祖
父
母
の
遺
言
で
祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
、草
庵
を
設
け
た
の
が
始
ま

り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。宝
暦
５
年（
１
７
５
５
年
）に
竹
本
院
の
古
跡
を
現

在
地
に
移
し
、智
堂
大
和
尚（
比
叡
山
）を
招
き
開
山
し
、寺
号
を
宗
休
寺
竹
本
院

に
改
称
し
て
い
ま
す
。宝
暦
９
年（
１
７
５
９
年
）に
大
仏
殿
が
完
成
。寛
政
10
年

（
１
７
９
８
年
）に
信
州
善
光
寺（
長
野
市
）の
出
開
帳
が
こ
の
地
で
行
わ
れ
、そ

の
縁
で
上
野
輪
王
寺
輪
番
公
澄
法
親
王
の
持
仏
一
光
三
尊
善
光
寺
如
来
を
拝
領

し
て
い
ま
す
。文
政
元
年（
１
８
１
８
年
）、一
光
三
尊
善
光
寺
如
来
を
本
尊
と
し

て
信
州
善
光
寺
を
模
し
た
堂
宇
が
計
画
さ
れ
、10
年
の
歳
月
を
か
け
た
文
政
10
年

（
１
８
２
７
年
）に
竣
工
し
て
い
ま
す
。以
来
、「
関
の
善
光
寺
」と
し
て
広
く
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
宗
休
寺（
関
善
光
寺
）の
概
要
・
歴
史

関
善
光
寺

市
民
活
動
、
交
流
の
で
き
る
古
刹
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地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
フ
リ
ー
マ
ガ

ジ
ン
を
定
期
的
に
発
行
す
る
な
ど
の
活
動

を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
せ
き
・
ま
ち
づ
く
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ぶ
う
め
ら
ん
」
が
、
か
つ
て
地
域
の

中
心
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
お
寺
を
活

気
づ
け
、
子
育
て
中
の
母
親
が
子
ど
も
と

共
に
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
づ
く
り
を
と
企

画
し
ま
し
た
。
「
子
育
て
を
支
え
な
が

ら
、
お
寺
を
憩
い
の
場
と
し
て
復
活
さ
せ

る
こ
と
」
を
目
的
に
平
成
23
年
５
月
、
同

寺
を
会
場
に
「
て
ら
っ
こ
」
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
、
週
２
回
（
火
曜
、
金
曜
）
の
開
催

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
母
親
を
応
援
し
よ
う
と
、
絵
本
、

工
作
、
わ
ら
べ
唄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど

も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
こ
れ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
経
験
豊
か
な
年
配
者
も
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
す
る
な
ど
の

交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

母
子
で
楽
し
め
る
ヨ
ガ
教
室
や
ゆ
る

キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
、
中
で
も
お
茶
と
お
菓

子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
佐
藤
舜
海
住
職
の

法
話
を
聞
く
「
住
職
と
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
」
イ
ベ
ン
ト
が
特
に
人
気
で
、
毎
回
会

場
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
25
年
２
月
に
大
手
生
命
保
険
会
社
の
よ

り
よ
い
子
育
て
環
境
の
整
備
に
向
け
た

「
未
来
を
強
く
す
る
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
表
彰
で
未
来
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
と
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
会
話
と
笑

い
声
が
境
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

◯
一
児
の
母
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ

　
渡
辺
智
恵
美
さ
ん（
小
瀬
）の
声

　

「
子
ど
も
と

一
緒
に
働
け

て
、
多
く
の
人

か
ら
い
ろ
ん
な

話
が
聞
け
て
楽

し
い
で
す
。
人

見
知
り
だ
っ
た

う
ち
の
子
が
、

私
の
交
流
を
見
て
他
の
子
と
一
緒
に
遊
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
お

寺
の
参
拝
者
が
子
ど
も
を
見
て
喜
ん
で
く

れ
る
し
、
会
話
が
で
き
る
の
も
魅
力
。
ク

チ
コ
ミ
で
利
用
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
」

◯
利
用
者

　
古
田
春
香
さ
ん（
小
瀬
）の
声

　
「
友
達
に
教

え
て
も
ら
っ
て

『
て
ら
っ
こ
』

を
知
り
ま
し

た
。
小
ぢ
ん
ま

り
し
て
い
て
、

子
ど
も
を
遊
ば

せ
や
す
い
で
す

ね
。
マ
マ
友
達
も
増
え
て
話
も
し
や
す
い

で
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
で
、
こ
れ

か
ら
も
利
用
し
た
い
で
す
」

◆
境
内
で
多
世
代
交
流
広
場

　
　
　
「
て
ら
っ
こ
」
開
設

てらっこ（工作）

てらっこ

大仏殿

境内の様子
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寺
の
境
内
に
30
年
ほ
ど
前
に
あ
っ
た
茶
屋
を

市
民
ら
が
復
活
さ
せ
た
「
善
光
寺
茶
屋
」
。
て

ら
っ
こ
ス
タ
ッ
フ
（
火
曜
・
金
曜
）
と
、
同
寺

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
な
ど
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
む
「
関
善
光
寺
癒
し
の

会
」
（
日
曜
）
が
、
市
民
が
寄
り
合
う
交
流
の

場
を
目
指
し
て
喫
茶
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

「
て
ら
っ
こ
」
利
用
者
と
と
も
に
、
関
善
光

寺
に
訪
れ
た
人
た
ち
が
ゆ
っ
く
り
一
服
で
き
る

場
所
も
作
ろ
う
と
、
待
望
の
カ
フ
ェ
を
併
設
。

お
寺
と
い
う
非
日
常
の「
癒
し
」の
空
間
の
中
で

「
お
寺
の
茶
屋
」
な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
営
業
時
間
＝
午
前
10
時

～
午
後
３
時
）

◯
ス
タ
ッ
フ

　
中
村
早
苗
さ
ん（
肥
田
瀬
）の
声

　
「
み
ん
な
で
憩
え
る
場

づ
く
り
と
母
親
を
応
援

し
た
い
と
い
う
思
い
が
こ

の
取
り
組
み
に
な
り
ま

し
た
。離
乳
食
、に
ゅ
う
め

ん
な
ど
も
あ
り
、小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で
気

軽
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。て
ら
っ
こ
の
館
内
に

も
運
び
ま
す
。参
拝
者
も
含
め
た
市
民
の
皆
さ

ん
全
員
で
運
営
し
て
い
る
思
い
で
す
ね
」

◯
利
用
者

　
橋
本
千
枝
子
さ
ん（
西
旭
ヶ
丘
）の
声

　
「
よ
く
利
用
し
て
い
ま

す
よ
。座
敷
が
あ
っ
て
、子

ど
も
を
寝
か
せ
る
こ
と

も
。ほ
っ
と
で
き
る
場
所

で
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

　

も
と
よ
り
、
名
所
と
し
て
有
名
な
お
寺
で
あ

り
、
高
い
石
垣
の
上
の
本
堂
は
、
信
州
善
光
寺

と
う
り
ふ
た
つ
で
、
日
本
で
唯
一
の
「
卍
型
戒

壇
巡
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
大
仏
様
が
鎮
座
し
安
産
祈
願
で
知
ら

れ
る
大
仏
殿
、
後
ろ
の
安
桜
山
の
鐘
つ
き
堂
ま

で
登
る
と
参
拝
者
も
打
つ
こ
と
が
で
き
る
岐
阜

県
指
定
重
要
文
化
財
の
大
梵
鐘
な
ど
貴
重
な
文

化
財
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
ま
す
。
庭
内
に

は
天
然
記
念
物
で
あ
る
樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ

れ
る
サ
ザ
ン
カ
の
木
も
あ
り
ま
す
。

　

境
内
の
横
を
発
着
点
と
す
る
安
桜
山
散
策
道

は
市
街
地
を
一
望
で
き
ま
す
。

◆
境
内
の
茶
屋
も
オ
ー
プ
ン

◆
観
光
名
所
と
し
て
も
有
名

◇善光寺如来堂（寛政10年）＝関市指定文化財 
◇半鐘（元禄13年）＝関市指定重要文化財 
◇サザンカ＝関市指定天然記念物

◇大梵鐘（天文9年）＝岐阜県指定重要文化財
◇大仏殿（宝暦9年）＝関市指定重要文化財 
◇本堂（文政10年）＝関市指定重要文化財

宗休寺（関善光寺）
の文化財

大梵鐘

善光寺茶屋（関善光寺癒しの会主催）善光寺茶屋（てらっこ主催）
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毎
月
第
１
日
曜
日
に
は
、
も
っ
た
い
な
い
精

神
で
地
域
の
活
性
化
や
環
境
問
題
な
ど
に
取
り

組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
楽

市
楽
座
」
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
と

し
て
関
善
光
寺
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
有
志
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

に
よ
る
「
せ
き
ま
ち
な
か
寄
席
」
（
落
語
の
独

演
会
）
な
ど
の
話
芸
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
も
随
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
「
関
善
光
寺
癒
し
の
会
」
主
催
で
、
昨

年
８
月
に
は
写
生
大
会
や
林
間
学
校
な
ど
も
開

か
れ
ま
し
た
。

「
最
近
の
子
ど
も
た
ち

は
家
の
中
で
ゲ
ー
ム
を

し
て
過
ご
す
な
ど
、
実

に
も
っ
た
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
お
寺
に
親
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
寺
離
れ
が

減
っ
て
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

な
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

◆
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

佐
藤
舜
海
住
職
は

宗休寺（関善光寺） 
参拝時間：午前９時～午後５時
☎22−2159 　関市西日吉町35 

長良川鉄道・関駅から徒歩約５分
東海北陸自動車道・関ICから車で約20分

問い合わせ先 ： アクセス ：

春は美しいソメイヨシノが見られます（夜はライトアップもされます）

林間学校写生大会

◆
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

                      

盛
り
だ
く
さ
ん

市
民
活
動
、交
流
の
で
き
る
古
刹

市
民
活
動
、交
流
の
で
き
る
古
刹

市
民
活
動
、交
流
の
で
き
る
古
刹

関
善
光
寺

　お
寺
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所
を
作
ろ
う
と
、多
く
の

市
民
が
活
動
し
て
い
ま
す
。桜
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
関
善
光
寺
に
足
を
運

び
、交
流
の
輪
を
広
め
ま
せ
ん
か
。
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4月20日(土)・21日(日)の両日、市内各所で盛大に開催されます。

4月20日(土) 午後2時～11時  4月21日(日) 午後5時～9時

本町通り、新町通り、千年町通り、末広町通り ほか
（詳しくは、下記の案内図をご覧ください）

4/14(日)　先谷まつり　上之保：八幡神社

4/14(日)　水無神社の例祭　富之保：水無神社

4/14(日)　花馬まつり　武芸川：武芸八幡宮

4/21(日)　倉知まつり　倉知：白山神社・鞍知神社
　　　　　　　※関自動車学校でのみこし出会いは行われません

パレード

山車巡行

あんどんみこしコンクール

春日神社・春の大祭

●20日(土) 本町通り（時間はおおよその目安です）

浦嶋・加茂山車巡行　正午過ぎ出発
本町パレード　15:30～

●21日(日) 本町通り～貴船神社～春日神社
浦嶋山車（常盤町自治会）
加茂山車（本町3丁目自治会） 正午過ぎ出発

●20日・21日の両日、本町通りを運行する路線バスは本郷通りへ、終日迂
う

回運転となりますのでご注意ください。

各地域でも、伝統的な春のお祭りが行われます

●20日(土) 本町通り（※審査は本町2丁目交差点特設ステージ）

　コンクール　　18:45～21:00
●21日(日) 本町通り
　表彰パレード　19:00～20:00

●21日(日) 春日神社
春の大祭　　 14:00～
どうじやこう　15:00～

※雨天順延（21日まで）
※雨天延期
 （21日まで）

◆照会先　関市観光協会
　　　　　（観光交流課内）　
　　　　　☎23―7704

日　時

区　間
交通規制に

ご協力ください

路　線 休止バス停

岐阜関線 本町5丁目～平賀町

高速名古屋線 安桜山公園前、吉田町、仲町

市街地病院循環線 安桜山公園前～平賀町

買い物循環線 安桜山公園前～平賀町

主 な イ ベ ン ト

関まつり開催関まつり開催
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　この学級は皆さんが主役です。学級の企画や運営も仲間と一緒に行います。親子のふれあいや地域の
仲間とのふれあいを通して、子育て、そして自分育てをしてみませんか。

関乳幼児期家庭教育学級
「いちご学級」

板取乳幼児期家庭教育学級
「すくすく学級」

武儀乳幼児期家庭教育学級
「ペンギンクラブ」

洞戸乳幼児期家庭教育学級
「Little Star」

武芸川乳幼児期家庭教育学級

上之保乳幼児期家庭教育学級
「どんぐりころころの会」

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容

■費用

■申込

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容
■費用

■申込

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容

■費用

■申込

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容

■費用

■申込

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容

■費用

■申込

■対象

■定員
■期間
■場所
■内容

■費用
■申込

未就園児（満6カ月以上）とその家族
※期間中、継続して参加できる方
60組（参加人数により学級編成に変更あり）
5月～12月、毎月1～2回開催（原則火･木曜日）
わかくさ･プラザなど
学級生により計画、実施（例：食育講座、絵本の読み
聞かせ、クリスマス会など）
1組1,200円（保険料込み、大人1人・乳児1人の場合）
※乳児1人追加ごとに600円増、その他必要に応じて
徴収
4月2日（火）～19日（金）に生涯学習課（☎23-7776）

未就園児（満6カ月以上）とその家族
※期間中、継続して参加できる方
なし
5月～3月、毎月1回開催
板取生涯学習センターなど
学級生により計画、実施（例：救急法講習、クリスマス会など）
1組1,000円（保険料込み、大人1人・乳児1人の場合）
※乳児1人追加ごとに500円増、その他必要に応じて徴収
4月1日（月）～ 19日（金）に板取地域教育事務所

（☎0581-57-2111）※以後随時申し込み可
＊参加人数により、洞戸地域と合同になります。
その場合、費用の変更もあります。

未就園児（満6カ月以上）とその家族 
※期間中、継続して参加できる方
なし
5月～3月、年7回程度開催
武儀生涯学習センター
学級生により計画、実施（例：救急法講習、クリスマ
ス会など）
1組1,000円（保険料込み、大人1人・乳児1人の場合）
※乳児1人追加ごとに500円増、その他必要に応じて徴収
4月19日（金）までに武儀事務所（☎49-2121）または
武儀生涯学習センター（☎49-3715）
※以後随時申し込み可

未就園児（満6カ月以上）とその家族
※期間中、継続して参加できる方
なし
5月～3月、毎月1～2回開催（18回程度）
洞戸生涯学習センターなど
学級生により計画、実施（例：子育て講座、制作活
動、クリスマス会など）
1組2,500円（保険料込み、大人1人・乳児1人の場合）
※乳児1人追加ごとに1,700円増、その他必要に応じ
て徴収
4月1日（月）～19日（金）に洞戸地域教育事務所
（☎0581-58-2111）※以後随時申し込み可

未就園児（満6カ月以上）とその家族
※期間中、継続して参加できる方
なし
5月～3月、年13回程度開催
むげがわ児童館など
学級生により計画、実施（例：救急法講習、運動会、
クリスマス会など）
1組1,500円（保険料込み・大人1人、乳児1人の場合）
※乳児1人追加ごとに1,000円増、その他必要に応じ
て徴収
4月19日（金）までに武芸川地域教育事務所
（☎46-2311）

未就園児（満6カ月以上）とその家族
※期間中、継続して参加できる方
なし
5月～3月、年8回程度開催
上之保生涯学習センター
学級生により計画、実施（例：親子音楽遊び、クリス
マス会など）
保険料、その他必要経費は別途徴収
4月19日（金）までに上之保地域教育事務所
（☎47-2001）
※以後随時申し込み可

乳幼児期家庭教育学級
※地域によって申込内容、申込方法が異なりますので、参加したい地域を確認のうえ、連絡してください。

関地域

板取地域

武儀地域

洞戸地域

武芸川地域

上之保地域

参加して

みませんか
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関市定期予防接種 ◆照会先　関市保健センター
　　　　　☎24―0111

　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワクチンの予防接種が、4月から定期接種となりました。
定期の予防接種は法律に基づくものです。対象となる年齢の方は、望ましい接種時期に予防接種を受けましょう。

※ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンは、接種開始時期により接種回数が異なります。
※四種混合ワクチンでの接種ができない、すでに下記のどちらかの接種を開始している場合は、ポリオと三種混合ワクチンで
　予防接種を受けてください。

○接種間隔を守って接種しましょう。体調不良などやむを得ない理由以外で、接種時期が延びてしまった場合、自費での接種と
　なることがあります。

○予診票がない方は、関市指定医療機関または保健センターでお渡しします。母子手帳をご持参ください。
○ジフテリア破傷風混合ワクチン２期、日本脳炎ワクチン２期、子宮頸がん予防ワクチンの対象者には対象年齢になりました
　ら個別通知します。

予防接種名 対象年齢 望ましい接種時期 接種間隔・回数

ヒブワクチン 生後２カ月～５歳未満 生後２カ月～７カ月未満で
開始

４～８週間間隔で３回接種後、３回目接種から７
～１３カ月後に１回接種

小児用
肺炎球菌ワクチン 生後２カ月～５歳未満 生後２カ月～７カ月未満で

開始
２７日以上の間隔で３回接種後、３回目接種から
６０日以上の間隔をおいて１回接種

BCGワクチン 生後３カ月～１歳未満 生後５カ月以上８カ月未満 １回

ジフテリア
百日せき

破傷風
不活化ポリオ
（四種混合）

ワクチン

１期 生後３カ月～７歳６カ月未満

【１期初回】
生後３カ月～１歳未満
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了
後、１年～１年半未満に接種

【１期初回】
２０日～５６日（３～８週間）までの間隔をおいて
３回接種
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了後、
６カ月以上あけて１回接種

２期 １１歳～１３歳未満 １１歳～１２歳未満 ジフテリア破傷風混合ワクチンを
１回接種

麻しん風しん
混合ワクチン

１期 １歳～２歳未満
対象年齢になったら早めに
接種

１回

2期 ５歳～７歳未満で小学校就
学前の１年間（年長児） １回

日本脳炎
ワクチン

１期 生後６カ月～７歳６カ月未満

【１期初回】
３歳～４歳未満
【１期追加】
４歳～５歳未満

【１期初回】
６日～２８日（１～４週間）までの間隔をおいて２
回接種
【１期追加】
１期初回２回目の接種終了後、おおむね１年あけ
て１回接種

2期 ９歳～１３歳未満 ９歳～１０歳未満 １回

特例
対象者

平成７年４月２日生まれから
平成１９年４月１日までの間
に生まれた者

１期、２期未接種回数分 詳細は、保健センターにお尋ねください。

子宮頸がん
予防ワクチン

小学校６年生～
高校１年生相当の女子 中学１年生の間

＜サーバリックス＞
初回接種から１カ月後に１回、初回から６カ月後
に１回接種　（計３回）　　
＜ガーダシル＞
初回接種から２カ月後に１回、初回から６カ月後
に１回接種　（計３回）

不活化ポリオ
ワクチン 生後３カ月～７歳６カ月未満

【１期初回】
生後３カ月～１歳未満
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了
後、１年～１年半未満に接種

【１期初回】
２０日～５６日（３～８週間）までの間隔をおいて
３回接種
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了後、６カ月以上あけて
１回接種

ジフテリア
百日せき
破傷風

（三種混合）
ワクチン

１期 生後３カ月～７歳６カ月未満

【１期初回】
生後３カ月～１歳未満
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了
後、１年～１年半未満に接種

【１期初回】
２０日～５６日（３～８週間）までの間隔をおいて
３回接種
【１期追加】
１期初回３回目の接種終了後、６カ月以上あけて
１回接種

2期 １１歳～１３歳未満 １１歳～１２歳未満 ジフテリア破傷風混合ワクチンを１回接種
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広域化予防接種事業
4月から、岐阜県内全域の指定医療機関で予防接種を受けることができるようになりました。
指定医療機関、対象予防接種、その他詳細は、市ホームページまたは電話でご確認ください。

平成25年度予防接種　市内指定医療機関

対象  ①関市以外の市町村にかかりつけ医がいる者  ②やむを得ない事情により関市で予防接種を受けることが困難な者

※その他：一部医療機関では実施していない予防接種もありますので、予約時にご確認ください。    
◆持ち物　母子健康手帳、体温計、乳幼児福祉医療費受給者証または健康保険証（住所確認のため）、予診票  
※接種前には説明書「予防接種と子どもの健康」を必ずお読みください。

医療機関名 住所 電話番号 ヒブ・
肺炎球菌 BCG 四種混合 子宮頸がん

予防ワクチン
不活化
ポリオ その他

青山内科 関口町２ 22－2202 ○ ○

安藤内科胃腸科医院 巾３ 23－2571 ○

石木クリニック 西本郷通６ 21－2233 ○ ○

今峰クリニック 稲口 21－0501 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩橋クリニック 北福野町１ 23－5625 ○ ○ ○

ウエルネス高井クリニック 稲口 23－8877 ○ ○

臼井ハツラツクリニック 鋳物師屋 25－0330 ○ ○

太田医院 西門前町 22－2011 ○

大高クリニック 倉知 25－6886 ○ ○ ○ ○

岡田医院 本町５ 22－2078 ○ ○ ○ ○ ○

長村医院 東山 24－5281 ○ ○

大前医院　おぜ診療所 小瀬 25－0333 ○ ○ ○ ○ ○

兼村こどもクリニック 東貸上 25－0611 ○ ○ ○ ○ ○

川村医院 西田原 22－2174 ○ ○ ○ ○ ○ ○

きっずクリニック山田小児科 山田 28－6888 ○ ○ ○ ○ ○ ○

こがねだ診療所 上白金 28－6366 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小林内科 小柳町 21－6020 ○

桜台医院 桜台１ 24－4100 ○ ○ ○ ○ ○ ○

さわやか内科クリニック 山田 46－9361 ○ ○ ○ ○ ○ ○

下條内科クリニック 仲町 22－5898 ○ ○ ○ ○ ○ ○

関中央病院 平成通２ 22－0012 ○

中濃厚生病院（小児科） 若草通５ 22－2211 ○ ○ ○ ○ ○ ○

早川医院 元重町 22－2138 ○ ○ ○ ○ ○ ○

林医院 平和通６ 22－5531 ○ ○

ひろレディースクリニック 段下 22－5553 ○

藤井クリニック 市平賀 25－0303 ○ ○ ○ ○ ○

真鍋内科 寿町１ 24－0115 ○ ○ ○ ○ ○ ○

恵みクリニック 大平台 28－3120 ○ ○ ○ ○ ○ ○

安田医院 倉知 22－1121 ○ ○ ○

やまとう内科クリニック 北仙房 25－0505 ○

乾医院 武芸川町高野 46－2017 ○ ○ ○ ○ ○

平岡医院 武芸川町谷口 46－3027 ○ ○ ○ ○ ○

竹内医院 下之保 49－2003 ○ ○ ○ ○

洞戸診療所 洞戸通元寺 0581－58－2201 ○ ○ ○ ○ ○ ○

板取診療所 板取 0581－57－2153 ○ ○ ○ ○ ○ ○

津保川診療所 富之保 49－3016 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上之保出張診療所 上之保 47－2066 ○ ○
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◆
集
合
予
防
注
射
料
金

▽
登
録
と
予
防
注
射
＝
１
頭
に
つ
き
６
０
７
０
円

▽
予
防
注
射
＝
１
頭
に
つ
き
３
０
７
０
円

※
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ
う
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

▽
登
録
済
み
の
方
は
、「
注
射
案
内
は
が
き
」
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
忘
れ
る
と
確
認
・
再
発

行
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
裏
面

の
質
問
事
項
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
程
の
都
合
上
、
時
間
延
長
が
で
き
ま
せ
ん
。

遅
れ
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
で
は
、
先
に
問
診
・
注
射
、
後
で
受
付
・

支
払
い
と
し
ま
す
。

▽
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
首
輪
を
正
し
く
締

め
、
引
き
綱
は
短
く
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ン
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
犬
の
体
調
不
良
や
興
奮
、
ま
た
、
飼
い
主
が

犬
を
抑
え
ら
れ
な
い
場
合
は
注
射
が
で
き
ま
せ

ん
。
動
物
病
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地区 日程 会場 開始 終了

関

４
月
９
日
（
火
）

黒屋リフレッシュ倶楽部 9:00 9:15
塔ノ洞環境保全農業推進センター 9:25 9:35
志津野転作促進センター 9:50 10:10
富野ふれあいセンター 10:20 10:40
下日立公会堂 10:50 11:15
八神･ヤスダ住建向かい倉庫 11:25 11:45
小野構造改善センター 11:55 12:05
桜ケ丘ふれあいセンター 12:25 12:50

４
月
10
日
（
水
）

関市文化会館 9:00 9:45
西切公民センター 9:55 10:05
アピセ関 10:15 10:25
関市保健センター 10:35 10:50
倉知ふれあいセンター 11:00 11:35
小瀬南公民センター 11:45 12:10
池尻区公民館 12:20 12:40

４
月
11
日
（
木
）

巾公民センター 9:10 9:40
赤土坂公民センター 9:50 10:10
小屋名公民センター 10:20 10:35
大平台公民センター 10:45 11:20
千疋ふれあいセンター 11:30 11:55
広見公民センター 12:10 12:30

４
月
12
日
（
金
）

桜台東公民センター 9:10 9:40
桜台西公民センター 9:45 10:00
稲口公民センター 10:10 10:35
四季の台公民センター 10:45 11:00
向山公民センター 11:10 11:40
西部公民センター 11:55 12:15
肥田瀬島集会場 12:30 12:45

４
月
16
日
（
火
）

東田原公民館 9:10 9:35
めぐみの農協・田原支店 9:45 10:15
大杉公民館 10:25 10:45
野田集会場 10:55 11:05
下迫間公民館 11:15 11:25
迫間台公民センター（新） 11:35 12:00
上迫間公民館 12:10 12:15
めぐみの農協・富岡支店 12:35 12:55

４
月
17
日
（
水
）

東山公民センター 9:00 9:40
平賀公民センター 9:50 10:10
東本郷公民センター 10:20 10:35
旭ケ丘ふれあいセンター 10:45 11:10
本郷公民センター 11:20 11:35
関市土木課倉庫（給食センター北） 11:45 11:55
住吉町警察署跡地 12:05 12:20
めぐみの農協・旧小瀬支店北倉庫 12:30 12:50

地区 日程 会場 開始 終了

上
之
保

5
月
14
日
（
火
）

鳥屋市旧小学校 9:30 9:40
鳥屋市公民館 9:50 10:00
戸丁公民館 10:10 10:15
馬渡バス停 10:25 10:30
行合地区旧リサイクルステーション 10:40 10:45
少合集会所 10:55 11:05
小和田バス停 11:15 11:20
赤鍋橋 11:30 11:40
白山神社（川合消防団詰所隣） 11:50 12:00
名倉八剣神社 13:00 13:10
八幡神社 13:20 13:30
船山上会津・2942番地１ 13:40 13:45
船山公民館 13:55 14:00
杉山バス停 14:10 14:15
上之保生涯学習センター 14:30 14:45
松本橋 14:55 15:05
阿木集会所 15:10 15:15
明ケ島つどいの家 15:20 15:30

武
　
儀

5
月
16
日
（
木
）

雁曽礼立岩橋上 9:30 9:50
武儀東小学校ランチルーム裏 10:00 10:30
武儀生涯学習センター 10:40 10:55
温井集会所 11:10 11:30
間吹集会所 11:35 12:00
武儀事務所 13:00 13:25
道の駅平成 13:35 14:00
下之保老人憩いの家 14:10 14:35
上野集会場 14:45 15:00

武
芸
川

5
月
21
日
（
火
）

跡部１集会場 9:15 9:30
跡部公民館 9:40 9:55
川北構造改善センター 10:05 10:15
旧東公民館 10:30 11:00
八幡公民館 11:10 11:30
武芸川事務所 11:40 12:00

5
月
22
日
（
水
）

平宝見神社 9:10 9:25
宇多院公民館 9:35 10:00
旧一色消防詰所 10:15 10:45
老人憩いの家 10:55 11:25
寺尾公民館 11:40 12:00
小知野公民館 12:15 12:30

地区 日程 会場 開始 終了

関

４
月
18
日
（
木
）

富士塚公民センター 9:00 9:30
いしがみ公民センター 9:40 9:55
下有知ふれあいセンター 10:05 10:25
東志摩公民センター 10:35 10:50
今宮公民センター 11:00 11:15
関ノ上東公民センター 11:25 11:40
下有知寺田公民センター 11:50 12:00
関口公園 12:15 12:45

４
月
19
日
（
金
）

保戸島公民センター 9:10 9:25
下白金公民センター 9:35 9:55
山田公民センター 10:05 10:30
上白金公民館 10:40 11:00
津保川台公民センター 11:10 11:45
虹ヶ丘公民センター 11:55 12:10
南部公民センター 12:25 12:50

洞
　
戸

４
月
23
日
（
火
）

大野消防車庫 9:40 9:50
洞戸黒谷運動公園 10:00 10:10
下菅谷集会場 10:20 10:40
上菅谷集会場 10:50 11:00
洞戸生涯学習センター前 11:10 11:30
通元寺集会場 11:40 12:05
片集会場 13:10 13:20
高見集会場 13:40 13:45
阿部バス停 13:50 14:00
高賀夫婦けやき 14:10 14:15
高賀山自然の家 14:25 14:30
尾倉集会場 14:40 14:50
飛瀬消防車庫 15:00 15:15
栗原集会場 15:20 15:30

板
取(

洞
戸
）

４
月
25
日
（
木
）

三洞・板取5852番地１ 9:30 9:35
門原集会場 9:45 9:50
島口体育館 10:00 10:05
杉原旧バス停 10:15 10:25
保木口体育館 10:35 10:45
田口集会場 10:55 11:05
野口集会場 11:15 11:25
中切地蔵堂 11:35 11:45
岩本集会場 11:55 12:10
上ケ瀬集会場 13:10 13:15
松谷集会場 13:25 13:35
門出集会場 13:45 13:55
加部集会場 14:05 14:15
老洞バス停 14:25 14:35
小瀬見集会場（洞戸） 14:45 14:55
白谷集会場 15:00 15:15

犬の登録と狂犬病予防注射
◆照会先　生活環境課　☎23―6732

平成25年度狂犬病集合注射スケジュール

　

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼
う
と

き
は
、
法
律
に
よ
り
市
へ
飼
い
犬
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

未
登
録
の
犬
は
「
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
」
を
、
登
録
済
の
犬
は
「
狂
犬

病
予
防
注
射
」
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
住
所
や
飼
い
主
の
変
更
、

犬
の
死
亡
な
ど
、
登
録
内
容
が
変
わ
っ

た
場
合
も
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
集
合
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
都
合
に

よ
り
集
合
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
必
ず
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ 

障
が
い
に
よ
る
減
免

①
身
体
障
が
い
者
（
戦
傷
病
者
を
含
む
）
本

　

人
が
所
有
し
運
転
す
る
も
の

②
身
体
障
が
い
者
（
戦
傷
病
者
を
含
む
）
本

　

人
が
所
有
し
、
そ
の
方
と
生
計
を
一
に
す

　

る
方
が
、
障
が
い
者
の
通
院
、
通
学
、
通

　

所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
運
転
す
る
も
の

③
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
と
生
計
を
一

　

に
す
る
方
が
所
有
し
、障
が
い
者
の
通
院
、

　

通
学
、
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
運
転

　

す
る
も
の

④
知
的
・
精
神
障
が
い
者
本
人
ま
た
は
そ
の

　

方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
し
、
障

　

が
い
者
の
通
院
、
通
学
、
通
所
ま
た
は
生

　

業
の
た
め
に
運
転
す
る
も
の

⑤
障
が
い
者
本
人
が
所
有
し
、障
が
い
者
の
み

　

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方
の
通
院
、
通
所
な

　

ど
常
時
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
も
の

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人
お
よ
び
生
計
同
一
者
が
運
転
す
る
場

　合
＝
印
鑑
、運
転
免
許
証
、身
体
障
害
者
手

　

帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

　

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
自
立
支
援
医

　

療
受
給
者
証
、
車
検
証

▽
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
常
時
介
護
す
る

　方
が
運
転
す
る
場
合
＝
本
人
が
運
転
す
る
場

　

合
と
同
じ
も
の
お
よ
び
常
時
介
護
証
明
書

▼
対
象
者　

下
表
の
と
お
り

Ｂ 

公
益
に
よ
る
減
免

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
、
公
用
ま
た

　

は
公
共
の
用
に
供
す
る
た
め
に
無
償
で
貸

　

し
付
け
て
い
る
も
の

②
学
校
法
人
（
私
立
学
校
に
限
る
）
の
設
置

　

者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
専
ら
当
該

　

学
校
の
学
生
、
生
徒
、
児
童
お
よ
び
幼
児

　

の
送
迎
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

③
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車
で
、
直
接
そ
の
社
会
福
祉
事
業
の

　

た
め
に
使
用
す
る
も
の

④
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
社
会
福
祉
事
業
に

　

類
す
る
事
業
の
経
営
者
が
所
有
す
る
軽
自

　

動
車
で
、
直
接
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用

　

す
る
も
の

⑤
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
が
所
有

　

す
る
軽
自
動
車
で
、
へ
き
地
巡
回
診
療
の

　

た
め
に
使
用
す
る
も
の

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
車
検
証
、
定
款
な
ど

◆
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
金
）
ま
で

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◆
注
意
事
項

▽
軽
自
動
車
の
所
有
者
が
４
月
１
日
現
在
、

　

障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
。
（
18
歳
未

　

満
の
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、

　

精
神
障
が
い
者
の
方
は
生
計
を
一
に
す
る

　

方
で
も
可
）

▽
減
免
は
、
普
通
車
・
軽
自
動
車
な
ど
を
問

　

わ
ず
障
が
い
者
１
人
１
台
に
限
り
ま
す
。

▽
リ
ー
ス
車
両
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
先
の
Ａ
、Ｂ
の
減
免
の
ほ
か
に
、軽
自
動
車

　

の
構
造
に
よ
る
減
免
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
請
・
照
会
先  

税
務
課（
☎
23
―
８
８
７
４

　

21
―
２
３
０
８
）ま
た
は
各
地
域
事
務
所

     身体障がい者など

障 が い 区 分 本 人 運 転 生 計 同 一 者などが 運 転

視 覚 1級～4級 同左
聴 覚 2級、3級 同左
平 衡 機 能 3級 同左
上 肢 1級～3級 1級、2級
下 肢 1級～6級 1級～3級
体 幹 1級～3級、5級 1級～3級

乳 幼 児 期 以
前 の 非 進 行
性 脳 病 変 に よ
る 運 動 機 能

上肢 1級～3級 1級、2級

移動 1級～6級 1級～3級

心臓、呼吸器、じん臓
ぼうこう、直腸、小腸 1級、3級 同左

ヒト免疫不全ウイル
ス に よ る 免 疫 機 能 1級～3級 同左

肝 臓 1級～3級 同左
音 声 機 能 ３級（こう頭摘出者のみ） ―

障 が い 区 分 生計同一者などが運転

知 的 障 が い 程度が「重度」「最重度」であり、
療育手帳「Ａ」「Ａ1」「Ａ2」 

精 神 障 が い
精神障害者保健福祉手帳「1級」で自立
支援医療受給者証(精神通院医療に限
る）の交付を受けている

     戦傷病者

障 が い 区 分 本 人 運 転 生 計 同 一 者などが 運 転

視 覚 特別項症、1～4項症 同左

聴 覚 特別項症、1～4項症 同左

平 衡 機 能 特別項症、1～4項症 同左

上 肢 特別項症、1～4項症 同左

下 肢 特別項症、1～6項症
 1～3款症 特別項症、1～4項症

体 幹 特別項症、1～6項症
 1～3款症 特別項症、1～4項症

心臓、呼吸器、じん臓
ぼうこう、直腸、小腸 特別項症、1～3項症 同左

肝 臓 特別項症、1～3項症 同左

音 声 機 能 臓 特別項症、1～2項症
（こう頭摘出者のみ） ―

（追記）     
１．同一の等級で2つの重複する障がいがある場合は、1級上の級とする。
２．肢体不自由においては、7級に該当する障がいが2つ以上重複する場合は、6級とする。
３．異なる等級について2つ以上の重複する障がいがある場合については、障がいの程度を考慮して当該等級より上の級とすることができる。
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    病 中濃庁舎

美濃市駅 100

美濃
小学校前 100 100

安毛 100 100 100

バイパス
下長瀬 200 200 200 200

面平 100 200 200 200 200

洞戸観光
やな 200 200 300 300 300 300

洞戸栗原
車庫 100 200 200 300 300 300 300

広報せき 2013.4.1

【
牧
谷
線
の
運
賃
・
ダ
イ
ヤ
改
正
】

　

４
月
１
日
（
月
）
よ
り
、
洞
戸
栗
原
車
庫

と
中
濃
庁
舎
を
結
ぶ
牧
谷
線
の
運
賃
を
距
離

運
賃
制
か
ら
ゾ
ー
ン
運
賃
制
に
し
ま
す
。
ま

た
、
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
運
賃
表

▽
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
付
添
人　

半
額

▽
小
学
生　

半
額

▽
未
就
学
児
（
同
伴
者
の
申
出
に
よ
る
）　

　

無
料

◆
運
賃
の
取
り
扱
い　

現
金
お
よ
び
Ｉ
Ｃ 

カ
ー
ド
（
ア
ユ
カ
）
利
用
可
能

※
定
期
券
は
廃
止
し
ま
す
。

◆照会先　岐阜バス美濃営業所　☎33―2151

●平日（上り）中濃庁舎方面

●土日祝日（上り）中濃庁舎方面

◆時刻表（抜粋）
●平日（下り）洞戸栗原車庫方面

●土日祝日（下り）洞戸栗原車庫方面

バス路線改正のお知らせ

1 2 3 4 5
洞戸栗原車庫 6:55 7:37 8:27 9:37 17:12

洞戸観光やな 7:01 7:44 8:34 9:44 17:19

面平 7:02 7:45 8:35 9:45 17:20

バイパス下長瀬 7:20 8:03 8:53 10:03 17:38

安毛 7:21 8:04 8:54 10:04 17:39

美濃小学校前 7:25 8:08 8:58 10:08 17:43

美濃市駅 7:29 8:12 9:02 10:12 17:47

中濃庁舎 7:41 8:24 9:14 － －

1 2 3 4
中濃庁舎 8:40 16:15 17:25 －

美濃市駅 8:51 16:26 17:36 18:35

美濃小学校前 8:55 16:30 17:40 18:39

安毛 8:59 16:34 17:44 18:43

バイパス下長瀬 9:00 16:35 17:45 18:44

面平 9:19 16:54 18:04 19:03

洞戸観光やな 9:20 16:55 18:05 19:04

洞戸栗原車庫 9:27 17:02 18:12 19:11

1 2 3 4
中濃庁舎 8:40 16:15 17:25 －

美濃市駅 8:51 16:26 17:36 18:35

美濃小学校前 8:55 16:30 17:40 18:39

安毛 8:59 16:34 17:44 18:43

バイパス下長瀬 9:00 16:35 17:45 18:44

面平 9:19 16:54 18:04 19:03

洞戸観光やな 9:20 16:55 18:05 19:04

洞戸栗原車庫 9:27 17:02 18:12 19:11

1 2 3 4
洞戸栗原車庫 7:07 8:27 9:37 17:17

洞戸観光やな 7:14 8:34 9:44 17:24

面平 7:15 8:35 9:45 17:25

バイパス下長瀬 7:33 8:53 10:03 17:43

安毛 7:34 8:54 10:04 17:44

美濃小学校前 7:38 8:58 10:08 17:48

美濃市駅 7:42 9:02 10:12 17:52

中濃庁舎 7:54 9:14 10:24 －

【デマンドバスの停留所新設】
  ４月１日（月）から、わかくさ・向山線に停留所を新設します。ご利用には予約が必要です。
    ◆新設場所　桐谷台２丁目停留所
    ◆予約先　㈱ドライビングサービス（☎０８００―１００―００２８（通話無料）または☎22―４１７７）
【高速京都線の廃止】
  高速バスの京都線は、3月3１日（日）の最終便をもって廃止されます。
【高速名古屋線の増便】
  ４月１日（月）から高速名古屋線の休日運行（土・日・祝日）が１日４便（２往復）増便され、それに伴うダイヤ改正     
　が行われます。また、定期券の発行も開始されます。詳しくは、ホームページをご覧ください。
    ◆照会先　岐阜バス観光　☎０５８―２４０―０４８９　http://www.gifubus.co.jp/
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ところ

広報せき 2013.4.1

2013わかくさ・プラザ
ゴールデンウィークスペシャル

◆照会先　生涯学習課　☎23―7777

５月５日（日・祝）午前10時～午後４時
わかくさ・プラザ「学習情報館」ほか

◆内容
・プールの無料開放
・親子クッキング

と　き

・楽しい工作
・昔の遊びコーナーなど

親子で楽しめる催しが盛りだくさん。

皆さんぜひお越しください。

※内容を変更する場合があります。
※材料費が必要な催しがあります。

　新
年
度
の
4
月
に
は
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
な
ど
、

期
待
や
不
安
、
頑
張
り
と
焦
り
な
ど
、
複
雑
な
気
持
ち

に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
一時
的
に
強
い
ス
ト
レ
ス
状
態

に
な
り
、
眠
れ
な
い
、
体
が
だ
る
い
、
や
る
気
が
出
な
い

な
ど
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　気
分
転
換
を
し
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
心
掛
け

た
い
で
す
ね
。

照
会
先

1人で悩まない

自分の時間

を持つ

「〇〇せねば！」の

完璧主義をやめる

●ゆっくり過ごす・寝る
●好きな音楽を聴く
●アロマテラピーを楽しむ
●おいしいものを食べる
●友達とおしゃべり
●レジャーや旅行
●スポーツ

●神経の興奮を抑える⇒牛乳・小魚・ひじきなどのカルシウム
●イライラ抑制⇒大豆・わかめ・ごまなどのマグネシウム
●疲労回復⇒豚肉・うなぎ・落花生などのビタミンB１
●情緒安定⇒まぐろ・サケ・にんにくなどのビタミンB６
●抵抗力を高める⇒イチゴ・ミカン・ブロッコリーなどのビタミンC

いろいろな
ストレス解消法

食事の工夫でストレス対策

睡眠・休養

を大切に

自分にあったストレス

解消法をみつけよう

くす田博士の
科学実験ショー

学習情報館3階
コスモホールでは

☆時　間　①10:00～ ②11:10～ 
　　　　　③13:30～ ④15:00～
☆テーマ「太陽系の仲間たち」プラネタリウム投影があります！

★ ★
★
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↑バーコードリーダーで登録ページへご案内します。
※同報無線が聞き取りにくい場合の電話確認サービス
（通話料無料☎０８００―２００―８７７３）もありますので、
ご利用ください。

　中濃地区交通安全協会では、優良運転者を下記の基準で表彰します。表彰を希望される
方は、5月1日（水）までに交通安全協会役員、または同協会事務局（関警察署内）へお問い
合わせください。    

　交通安全意識の向上を図るため、表彰選考基準を満たした申請者の中から、抽選で10人の方に商品
券5,000円分を贈呈します。表彰申請書の抽選券にご記入のうえ、申請書と同期限までに交通安全協会
役員へ提出してください。 

　＜提  出  物＞ ①表彰申請書 1部　②無事故・無違反証明書 1部　③証明書発行手数料 630円 
   
　＜表彰基準＞年数の計算は6月1日起算。ただし、表彰歴は9月21日起算

携帯電話、パソコンのアドレスで登録できます。
皆さん、ぜひ登録しましょう。
https://service.sugumail.com/seki-anshin/

◆
照
会
先　

中
濃
地
区
交
通
安
全
協
会　

☎
24
―
0
1
0
2

リ
サ
イ
ク
ル

・
環
境
情
報

生
活
安
全

情
報

気
象
情
報

イ
ベ
ン
ト
・

行
事
情
報

防
犯
情
報

防
災
情
報

資
源
回
収
や
ご
み
収
集
な
ど

行
方
不
明
者
捜
索
、
食
中
毒
、
ク

マ
出
没
（
有
害
鳥
獣
情
報
）
な
ど

関
市
に
警
報
が
発
表
・
解
除
さ
れ

た
場
合
に
お
知
ら
せ

同
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
た
イ
ベ

ン
ト
・
行
事
、
各
種
募
集
な
ど

不
審
者
情
報
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど 地
震
、
台
風
、
大
雨
、
大
雪
に
関

す
る
情
報
、
避
難
情
報
な
ど

条件 運転経験年数 無事故・無違反年数 表彰歴　　 授与者

地区模範章 5年以上
（H20.6.1以前）

5年以上
（H20.6.1以後） 不　問 警察署長

地区交通安全協会長

県模範章 10年以上 
（H15.6.1以前）

5年以上
（H20.6.1以後） 

過去に地区模範章
受賞者

県警察本部長
県交通安全協会長

県優良章 15年以上
（H10.6.1以前）

5年以上
（H20.6.1以後） 

県模範章受賞後
2年以上経過

県警察本部長
県交通安全協会長

県優秀章 15年以上
（H10.6.1以前）

10年以上
（H15.6.1以後）

県優良章受賞後
2年以上経過

県警察本部長
県交通安全協会長

特別優秀章 20年以上
（H5.6.1以前）

15年以上
 （H10.6.1以後）

県優秀章受賞後
2年以上経過

県交対協会長
（県知事）

緑十字銅章 － 10年以上（無事故）
5年以上（無違反）

県優秀章または
特別優秀章受賞者 全日本交通安全協会長

管区局表彰 15年以上(一般)
10年以上(職業)

10年以上(一般)
5年以上(職業)

緑十字銅章受賞後
2年以上経過

中部管区警察局長
中部交安協議会長

広報せき 2013.4.1

種別

　

市
で
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
、
防
犯
情
報
、
イ

ベ
ン
ト
・
行
事
情
報
な
ど
を
配
信
す
る
「
関
市
あ
ん
し
ん

メ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
よ
っ
て
聞
き
取
り
に
く
い
同
報
無
線
の
内
容
も
詳

し
く
補
完
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。
災
害
な
ど
の
情
報
を
い

ち
早
く
文
字
に
よ
り
知
る
こ
と
で
、
被
害
軽
減
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先　

危
機
管
理
課

　

☎
23
―
7
7
3
6　

23
―
７
７
４
８
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◆
照
会
先　

建
設
総
務
課　

☎
23
―
7
2
7
9

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
公
共
施
設
（
道
路
や
河
川
な
ど
）
を
あ
た
か
も
養
子
の
よ
う
に
見

立
て
、
子
を
育
む
親
の
や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
、
預
か
っ
た
公
共
施
設
の
清
掃
・
美
化
活
動
を

継
続
的
に
進
め
る
「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
協
働
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
を
設
け
、
積
極
的
に

公
共
施
設
の
維
持
を
委
ね
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
商
店
街
、
企
業
な
ど
の
団
体
の
み
な
ら
ず
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
活
動
も
可
能
で
す
。
制
度
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
（
里
親
）
の
要
件

▽
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方
（
た
だ
し
、

　

未
成
年
の
み
の
団
体
は
不
可
）

▽
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
法
人

▽
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
方
ま
た
は
団
体

◆
活
動
の
要
件

▽
公
共
施
設
の
一
定
区
域
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
清

　

掃
・
美
化
活
動
で
き
る
こ
と

▽
１
年
以
上
活
動
を
継
続
で
き
る
こ
と

◆
委
ね
る
公
共
施
設

▽
市
が
管
理
す
る
道
路
（
農
道
、
林
道
を
含
む
）

▽
市
が
管
理
す
る
河
川
（
用
水
路
、
排
水
路
を
含
む
）

◆
活
動
内
容

▽
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草

▽
樹
木
・
草
花
の
生
育
管
理

▽
そ
の
他
公
益
的
な
活
動

◆
活
動
に
対
す
る
市
の
支
援

▽
清
掃
用
具
な
ど
の
貸
与
、
ご
み
袋
、
燃
料
な
ど
の
支

　

給
（
市
予
算
の
範
囲
内
）

▽
ア
ダ
プ
ト
・
サ
イ
ン
（
看
板
）
の
貸
与

　

※
５
人
以
上
で
活
動
す
る
場
合

▽
腕
章
の
貸
与

◆
貸
付
制
度
を
利
用
で
き
る
方

※
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る

　

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
申
請
時
に
お
い
て
、
引
き
続
き
６
カ

　

月
以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

②
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
費
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
る
こ
と

③
生
活
に
困
窮
し
、
医
療
費
ま
た
は
介

　

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
に
必
要
な

　

資
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
る
こ
と
が

　

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

④
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
）

　

を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑤
連
帯
保
証
人
１
人
を
た
て
る
こ
と　

  
　
（
年
齢
25
歳
以
上
、
同
居
の
家
族
以
外

　

の
関
市
民
の
方
で
債
務
を
負
担
す
る

　

能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
）

◆
貸
付
限
度
額

　

高
額
療
養
費
等
支
給
見
込
額
の
90
％

以
内
の
額
（
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

◆
利
子

　

無
利
子

◆
申
し
込
み
時
に
必
要
な
も
の

　

▽
保
険
証 

▽
申
請
者
の
印
鑑 

▽
医
療

　

費
ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
書

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証
】

　

外
来
・
入
院
な
ど
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
療
機
関
の
窓
口
で
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
と
１
カ
月
に
１
医
療
機
関
に

支
払
う
金
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

申
請
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者

（
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
国
保
年
金

課
、
各
種
社
会
保
険
の
場
合
は
勤
務
先

な
ど
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
照
会
先　

福
祉
政
策
課　

☎
23
―
7
7
3
5

　

国
民
健
康
保
険
、
各
種
社
会
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
病
院

で
の
医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
が
困
難
な
時
に
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
支

給
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
支
払
い
の
た
め
の
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
借
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

高
額
療
養
資
金
貸
付
制
度
と
は
…

23
―
7
7
4
8

23
―
7
7
4
6
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　関鍛冶伝承館を会場に、戦国武将が愛用した日本

刀などを紹介する「信長の野望『日本刀の世界展』」

が5 月6 日まで開催中です。この企画展は、同館の開

館10 周年を記念し、人気ゲーム「信長の野望」発売

30 周年とタイアップして、ゲームに登場する武将の

パネルとともに、室町・桃山時代を中心とする関市

の刀剣類を展示しています。展示作品は、織田信長

が重宝した「若狭守氏房」や関の名工である二代兼

元や兼定の刀など39 点。ぜひご来場ください。

広報せき 2013.4.1

「信長の野望」 とタイアップ

　

今
月
号
か
ら
、
表
紙
も
含
め
て
「
広
報
せ
き
」

を
刷
新
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
行
政
か
ら

の
お
知
ら
せ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
巻
頭
記
事

で
は
、
関
市
で
活
動
し
て
い
る
多
く
の
団
体
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て

い
き
ま
す
。
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
地
域
を
想
い
、
将
来

を
見
据
え
て
活
動
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

こ
そ
、
こ
の
関
市
を
支
え
て
い
る
と
思
う
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
市
長
と
し
て
の
考
え
を
直

接
お
伝
え
す
る
た
め
、「
市
長
か
ら
の
た
よ
り
」

と
い
う
枠
を
い
た
だ
き
、
私
自
ら
が
書
い
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
が
、
市
議
会
に
お
い
て

慎
重
な
審
議
を
い
た
だ
き
決
定
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
税
金
の
使
い

道
で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
昨
年
度
か
ら
広
報
の
別
冊
と
し
て
予

算
の
概
要
や
主
要
事
業
を
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
重
点
施
策
と
し
て
「
経
済
」、

「
教
育
」、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
３
つ
を
大

き
な
柱
と
し
て
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
お
一
人
に
つ
き
、「
１
学
習
、
１
ス

ポ
ー
ツ
、
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
合
言
葉
に
、

各
家
庭
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
す
る
な
ど
、

お
声
か
け
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
「
日
本
一
し
あ
わ
せ
な
ま
ち
」
を
目
指
し
、

今
年
度
も
先
頭
に
立
っ
て
邁
進
す
る
決
意
で

す
。
し
か
し
、
行
政
だ
け
で
は
、
そ
れ
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
施
策
や
考
え

を
発
信
し
ま
す

vol.1

2月16日〜3月15日にあった

市内の話題を中心にご紹介します。

1学習、1スポーツ、1ボランティア
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　武儀東・西小学校4 年生が3 月12 日、下之保の日龍峰

寺（高澤観音）から多良木集落へ向かう参道に、カエデ

の苗木約40 本を植樹しました。周辺の環境美化に取り

組む「高澤保健保安林を守る会」などが毎年実施し、児

童が参加しています。児童一人一人が苗木の根元に土を

かぶせた後、支柱にひもで丁寧にしばっていきました。

児童らは「大きくなったら成長したカエデをまた見に

来たい」と話していました。

　倉知小学校で3 月7 日、学校ボランティアの会員に日

ごろの見守りなどに対しお礼の気持ちを伝える「ボラ

ンティア感謝の会」が開かれ、全校児童が合唱などを披

露しました。学校ボランティアは約100 人の登録があ

り、登下校の見守りをはじめ、図書館での本の読み聞か

せや修理、ベルマークの回収などをされています。会で

は、歌のほかに手づくりクッキーや育てた大豆などをプ

レゼントして、感謝の心を伝えました。

　関市国際交流協会主催の「スポーツ＆もちつき交流

会」が3 月3 日、わかくさ・プラザなどで開催され、市内

で働く在住外国人たちが参加して、ドッジボールともち

つきを通して楽しく交流しました。ドッジボール初体験

の参加者も、片言の日本語でコミュニケーションをとり

ながら、さわやかな汗を流しました。また、日本の伝統で

ある「もちつき」を体験。大きな杵を振り上げて餅をつ

くのを楽しみました。

　本年3 月末で閉園した日吉ケ丘保育園。閉園にあたり

最後の思い出を作ろうと3 月9 日、園と父母の会で「あ

りがとうの会」が開かれました。在園児・卒園児、その保

護者らが集まって式典のほか人形劇やピエロのショー、

合唱など楽しいイベントで42 年の歴史を振り返りまし

た。この園からは42期生、646人が巣立っていきました。

「大きくなってもこの保育園のことは忘れないよ」と全

員で感謝の気持ちを伝えました。

　中高交流教育の一環で、関商工高校の教員が2 月20

日、旭ヶ丘中学校で出前授業を行い、同中学校2 年生が

高校の授業を体験しました。普通科のほかに商業科（マ

ルチメディア・秘書）、工業科（電子機械・機械）などの

授業を実施。建設工学の授業では、速乾性セメントを

使った貯金箱の製作に挑戦。土木や建築で使用される材

料について学習しました。関商工高校の教育への理解と

中学生の進路意識を高めました。

広報せき 2013.4.1

大好きな自然を守るために

いつも支えてくれてありがとう

日本の行事で楽しいひととき

忘れないよ　日吉ヶ丘保育園

中学生　高校授業に興味津々
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市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
春
季

■
日
時　

４
月
７
日
（
日
）　

▽
午
前
８
時

～
８
時
30
分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午

前
９
時
出
発　

▽
正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

関
市
役
所
・
芝
生
広
場

■
コ
ー
ス　

市
役
所
（
発
着
点
）
～
関
川
沿

い
～
濃
州
関
所
茶
屋
～
吉
田
川
沿
い
（
全

行
程
約
７
㌔
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
23
―

７
７
５
２
）

市
場
の
一
般
開
放

■
日
時　

４
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
２
時

■
場
所　

中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場

■
売
出
商
品　

新
鮮
地
場
野
菜
、
果
物
、
肉

類
、
魚
介
類
、
お
茶
、
漬
物
、
菓
子
、

日
用
雑
貨
、
食
品
容
器
な
ど

■
照
会
先　

中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
（
☎

23
―
４
４
３
３
）

子
ど
も
俳
句
教
室

　

市
内
の
名
勝
や
史
跡
な
ど
を
散
策
し
な
が

ら
、
指
導
者
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

俳
句
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
期
日
・
場
所　

▽
５
月
25
日
（
土
）
＝

関
善
光
寺
（
西
日
吉
町
）　

▽
６
月
22
日

（
土
）
＝
恵
利
寺
（
武
芸
川
町
跡
部
）　

▽
７
月
27
日
（
土
）
＝
日
竜
峯
寺
（
下

之
保
）

■
時
間

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■
対
象　

小
・
中
・
高
校
お
よ
び
特
別
支
援

学
校
在
籍
の
児
童
生
徒

■
定
員　

各
回
30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

学
校
を
通
し
て
申
し
込
み

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

第
63
回
関
市
民

卓
球
同
好
会
大
会

■
日
時　

５
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

中
池
体
育
館

■
種
目　
ク
ラ
ス
別
個
人
戦（
松
・
竹
・
梅
・
桜
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま

た
は
在
ク
ラ
ブ
の
方

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は

５
０
０
円
）　

※
表
彰
お
よ
び
賞
品
あ
り

■
申
込
先　

４
月
20
日
（
土
）
ま
で
に
同
好

会
・
棚
橋
強
（
☎
28
―
３
２
９
８
）

関
女
声
合
唱
団

35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
時　

４
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
～　

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
照
会
先　

関
女
声
合
唱
団
・
久
保
（
☎
23

―
２
７
７
８
）

板
取
「
弘
法
様
」
八
十
八
カ
所

霊
場
巡
り

　

板
取
地
域
で
は
、
地
元
の
民
家
に
祭
ら
れ

た
八
十
八
カ
所
の
「
弘
法
様
」
を
巡
礼
す
る

霊
場
巡
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
、
弘
法
大

師
の
命
日
に
ち
な
ん
で
、
板
取
地
域
の
各
民

家
が
縁
側
な
ど
に
祭
壇
を
作
り
、
お
供
え
物

を
し
、
参
拝
者
が
ご
利
益
を
願
っ
て
家
々
を

巡
礼
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
期
日　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

■
場
所　

板
取
地
域

■
照
会
先　

板
取
事
務
所
（
☎
０
５
８
１
―

　

57
―
２
１
１
１
）

長
良
川
鉄
道
だ
よ
り

【
イ
ベ
ン
ト
列
車
情
報

　春
の
山
菜
料
理
と

藤
路
の
桜
・
白
山
文
化
の
里
め
ぐ
り
】

■
開
催
日　

４
月
18
日
（
木
）・
21
日
（
日
）・

24
日
（
水
）・
25
日
（
木
）

【
関
口
駅
窓
口
閉
鎖
の
お
知
ら
せ
】

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
関
口
駅
の
窓
口

を
閉
鎖
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社

（
☎
23
―
３
９
２
１
）

広報せき 2013.4.1

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7777

4月2日(火）～4月12日(金)
現代美術をたのしむかい展

遊油会  作品展

グループ  アトリエ展

4月13日(土）～4月21日(日)

4月23日(火）～5月1日(水)

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時～午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内　☎24-8212）

フラワーアレンジ
メント華心展

今井和郎写真展

4月2日(火)～4月7日(日)

4月16日(火)～4月21日(日)

4月9日(火)～4月14日(日)

4月23日(火)～4月28日(日)

佐藤芳舟かな教室
作品展

鈴木幸一山草展

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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ぼ
か
し
作
り
体
験

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
し
、
堆
肥

化
す
る
た
め
の
ぼ
か
し
作
り
で
す
。
生
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
お
い
し
い
野
菜
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分

■
場
所　

田
原
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
農
園

■
定
員　

20
人
（
初
め
て
の
方
に
限
る
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
容
器
代
含
む
）

　

※
20
キ
ロ
程
を
持
ち
帰
れ
ま
す
。

■
持
ち
物　

米
ぬ
か
20
キ
ロ

■
申
込
先　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
・
杉
浦
（
☎

０
８
０
―
５
１
３
０
―
２
８
６
８
）
ま
た

は
広
瀬
（
☎
０
８
０
―
５
１
２
０
―
２
１

０
３
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

器
械
体
操
（
鉄
棒
・
跳
び
箱
）
や
、
マ
ッ

ト
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

■
日
時　

４
月
24
日
～
６
月
26
日
の
毎
週
水

曜
日（
全
10
回
）
▽
低
学
年
の
部
＝
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分　

▽
高
学
年
の

部
＝
午
後
６
時
40
分
～
午
後
７
時
40
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
」
ほ
か

■
対
象　

市
内
小
学
生
（
低
学
年
の
部
＝
１

～
３
年
生
、
高
学
年
の
部
＝
４
～
６
年
生
）

※
必
ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

各
25
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円

※
受
講
料
は
申
し
込
み
と
同
時
に
発
生
し
ま

す
。
申
込
期
間
中
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

窓
口
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

４
月
５
日（
金
）～
18
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は

電
話
（
☎
23
―
７
７
６
６
）
※
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

水
中
で
行
う
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
で
き

ま
す
。

■
日
時　

５
月
８
日
～
７
月
17
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
10
回
）
※
６
月
５
日
は
休
講

　

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分　

▽
夜
間
の
部
＝
午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
温
水
プ
ー
ル
」

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

高
校
生
以
上
の
方

■
定
員　

各
部
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円
（
プ
ー
ル
入
場
料

は
別
途
必
要
）

※
受
講
料
は
申
し
込
み
と
同
時
に
発
生
し
ま

す
。
申
込
期
間
中
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

窓
口
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

４
月
５
日（
金
）～
25
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は

電
話
（
☎
23
―
７
７
６
６
）
※
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
午
後
の
部
の
み
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。（
利
用
人
数
に
制
限
あ
り
。
別
途
５

０
０
円
必
要
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

4月23日（火）午後7時～8時の部
　　　　　   午後8時～9時の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
4月2日（火）～20日（土）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

4月4日（木）・18日（木）午後7時～9時
※登録料1,000円が必要

4月13日（土）午後1時30分～4時
　※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.4.1

納付期限：4 月 30 日（火）

月4
固定資産税・都市計画税

保育料
住宅使用料

税・料の納付
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親
子
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操
や
ボ
ー
ル
運
動
な
ど
、

親
子
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
15
日
～
7
月
３
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
全

８
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
武
道
場
」

■
対
象　

２
～
３
歳
の
親
子
で
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方

■
定
員　

25
組
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円

※
受
講
料
は
申
し
込
み
と
同
時
に
発
生
し
ま

す
。
申
込
期
間
中
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

窓
口
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間  

４
月
５
日
（
金
）
～
25
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は

電
話
（
☎
23
―
７
７
６
６
）
※
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。（
利
用
人

数
に
制
限
あ
り
。
別
途
５
０
０
円
必
要
）

医
学
生
等
修
学
研
修
資
金
貸
与

　

大
学
の
医
学
部
お
よ
び
大
学
院
に
在
籍
し

て
い
る
医
学
生
ま
た
は
研
修
医
の
方
で
、
将

来
市
内
の
公
的
医
療
機
関
な
ど
で
勤
務
す
る

意
思
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
修
学
研
修
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。
貸
与
者
に
つ
い

て
は
、
選
考
委
員
会
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
募
集
期
間　

５
月
10
日
（
金
）
ま
で

■
貸
付
金
額　

月
額
20
万
円
、
入
学
一
時
金

１
０
０
万
円
（
入
学
一
時
金
は
大
学
１

年
生
の
み
）

■
貸
与
期
間　

▽
修
学
資
金
＝
最
大
６
年
間

▽
研
修
資
金
＝
最
大
５
年
間

※
重
複
し
て
申
請
可
能
。
た
だ
し
、
通
算
し

て
６
年
間
が
限
度

■
返
還
免
除
条
件　

臨
床
研
修
終
了
後
、
医

師
と
し
て
引
き
続
き
市
内
公
的
医
療
機

関
な
ど
で
貸
与
し
た
期
間
に
相
当
す
る

期
間
（
最
低
３
年
）、
業
務
に
従
事
（
う

ち
一
定
の
期
間
、
市
が
開
設
す
る
診
療

所
に
従
事
）
し
た
場
合

■
申
請　

毎
年
度
必
要
。
募
集
要
項
や
申
請

書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
面
接　

６
月
ご
ろ
に
面
接
を
実
施
。
た
だ

し
、
前
年
に
貸
与
を
受
け
て
い
る
者
が

引
き
続
き
申
請
す
る
場
合
は
別
に
実
施
。

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

ス
ポ
少
に
入
ろ
う
！

　

関
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
現
在
、
16
種

目
61
団
に
約
１
８
０
０
人
の
児
童
生
徒
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
25
年
度
の
入
団
規
定
、
各
種
目
団
体

の
連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
☎
23
―
７
７
６
６

　

23
―
７
７
６
５
）

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

―
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
―

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
中
の

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅　

２
０
１
３
春

の
旅
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

俳
優
の
火ひ

の野
正し

ょ
う
へ
い平
さ
ん
が
、
自
転
車
で
全

国
を
旅
し
、
６
月
に
岐
阜
県
を
訪
れ
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
市
内
の
「
思
い
出
の
場
所
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
が
決
ま
る

た
め
、
市
内
の
地
が
採
用
さ
れ
れ
ば
関
市
に

火
野
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

■
岐
阜
県
の
放
送
予
定　

６
月
17
日
（
月
）

～
30
日
（
日
）

■
応
募
締
切　

５
月
28
日
（
火
）（
必
着
）

■
応
募
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場
所

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
あ
れ
ば
写

真
■
応
募
方
法　
【
郵
送
】
〒
１
５
０
―
８
０

０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係　
【
フ

ァ
ク
ス
】

０
３
―
３
４
６
５
―
１
３

２
７　
【
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】w

w
w
.

nhk.or.jp/kokorotabi/

■
照
会
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
―
０
６
６
―
０
６
６
ま
た

は
☎
０
５
０
―
３
７
８
６
―
５
０
０
０
）
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市
営
住
宅
入
居
者（
定
期
募
集
）

■
収
入
基
準　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８

０
０
０
円
以
下　

▽
高
齢
者
お
よ
び
障

が
い
者
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円

以
下　

▽
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円
以
下

■
入
居
資
格　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方　

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
の
あ
る
方　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方
▽
収
入
基
準
以
内
の
方　

▽
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

■
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
月
） 

～
12
日

（
金
）

■
入
居
予
定
日　

６
月
１
日
（
土
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課（
☎
23
―
８
１
２
１
）

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、

当
課
ま
た
は
募
集
住
宅
が
所
在
す
る
地

域
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会
美
術
展
作
品

■
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
工

芸
、
彫
刻
・
彫
塑
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
（
１

部
門
１
人
２
点
ま
で
）

■
応
募
資
格　

満
15
歳
以
上
の
方

■
出
品
料　

１
点
１
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

５
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

■
展
示
期
間　

６
月
４
日（
火
）～
９
日（
日
）

■
展
示
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
申
込
・
照
会
先　

文
化
協
会
事
務
局
（
文

化
課
内
☎
24
―
６
４
５
５
）

就
職
相
談
（
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

　

４
月
か
ら
開
催
日
時
を
変
更
し
ま
す
。
や

り
た
い
仕
事
を
見
つ
け
た
い
、
面
接
対
策
を

し
た
い
方
な
ど
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
・
相
談

コ
ー
ナ
ー

■
相
談
方
法　

面
接
相
談
（
予
約
不
要
、
無

料
）

■
照
会
先　

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー（
☎
０
５
８
―
２
７
８
―
１
１
４
９
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て

い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ

あ
い
福
寿
会
館
１
棟
５
階
）

■
相
談
方
法　

①
面
接
相
談
（
要
予
約
・
前

日
受
付
締
め
切
り
）
②
電
話
相
談
（
右

記
の
日
時
に
電
話
）

■
申
込
・
照
会
先　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
０
３
）

登
記
相
談
会

■
日
時　

４
月
10
日（
水
）、５
月
８
日（
水
）、

６
月
12
日
（
水
）
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
・
ア
ト
リ
ウ
ム
相
談

室
■
内
容　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
な
ど
の

登
記
相
談

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
総
務
課
（
☎

０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付

　

出
生
体
重
２
０
０
０ｇ
以
下
な
ど
で
、
医

師
が
入
院
し
て
養
育
す
る
こ
と
が
必
要
と
認

め
た
未
熟
児
を
対
象
に
、
養
育
に
必
要
な
医

療
費
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

■
申
請
窓
口　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

※
必
要
書
類
を
準
備
し
、
生
後
１
カ
月
以
内

（
退
院
前
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

武
芸
川
宇
多
院

北

天

神

松　

ケ　

洞

岩　
　
　

下 

住
宅
名

3
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 
7
，9
0
0
円
～

1 
5
，8
0
0
円
～

1 

2
，0
0
0
円
～

1 

4
，4
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 1 1 2 戸
数
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病
児
・
病
後
児
保
育
室
開
設

　

４
月
か
ら
中
濃
厚
生
病
院
内
に
病
児
・
病

後
児
保
育
室
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
病
気
ま
た
は
病
気
回
復
期
の

児
童
の
う
ち
、
集
団
で
保
育
な
ど
が
で
き
な

い
た
め
自
宅
療
養
が
必
要
な
間
、
保
護
者
が

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
面
倒
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
、
一
時
的
に
お
預
か
り
し

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
応
援
し
ま
す
。

■
施
設
名　

中
濃
厚
生
病
院
内　

病
児
・
病

後
児
保
育
室
「
は
も
み
ん
」（
若
草
通
５

丁
目
１　

☎
22
―
２
２
１
１
）

■
利
用
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
～
午
後
６
時

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

■
利
用
で
き
る
児
童　

市
内
在
住
の
生
後
６

カ
月
～
小
学
３
年
生

■
利
用
料
金　

１
日
１
人
２
０
０
０
円

※
昼
食
・
お
や
つ
代
な
ど
は
別
途
必
要

■
持
ち
物　

着
替
え
、
下
着
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
（
名
前
を
記
入
）

※
利
用
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

事
前
に
子
ど
も
家
庭
課
へ
登

録
し
た
上
で
、
前
日
正
午
ま
で
に
病
児
・

病
後
児
保
育
室
「
は
も
み
ん
」
へ
申
し

込
み
し
、
か
か
り
つ
け
医
で
診
察
を
受

け
て
利
用

■
照
会
先　

子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７
７

　

３
８　

23
―
７
７
４
８
）

重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
及
び

自
家
用
車
利
用
助
成

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
「
関
市
重
度
障
が

い
者
タ
ク
シ
ー
及
び
自
家
用
車
利
用
助
成

券
」
を
交
付
し
ま
す
。
助
成
券
の
交
付
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象　

在
宅
の
障
が
い
者
で
次
に
該
当
す

る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・
２
級
・
３
級

▽
療
育
手
帳
の
Ａ
・
Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ｂ
１

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
・
２

級
▽
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
入
院
し
て
い

る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
持
ち
物　

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
う
ち
該
当
す
る
手
帳
ま
た
は
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３

１　

23
―
７
７
４
８
）

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
給
付

　

地
震
発
生
時
、
家
具
の
転
倒
か
ら
命
を
守

る
た
め
、
４
月
か
ら
次
の
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
給
付
を
開
始

し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▽
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
、
か
つ

市
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

▽
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

■
給
付
品
目　

家
具
転
倒
防
止
器
具

※
Ｌ
字
型
金
具
、
プ
レ
ー
ト
式
金
具
、
チ
ェ

ー
ン
式
金
具
の
３
種
の
う
ち
選
択

■
給
付
数　

１
世
帯
に
つ
き
３
組

※
給
付
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間　

随
時

■
申
請
・
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―

８
９
９
３
）
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

家
具
転
倒
防
止
金
具
の

取
り
付
け

　

巨
大
地
震
に
備
え
て
、
全
建
総
連
関
支
部

で
は
、
市
内
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
家
具

転
倒
金
具
な
ど
の
取
り
付
け
を
無
料
で
行
い

ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
独
居
や
高
齢
夫
婦
な

ど
の
高
齢
者
世
帯

■
内
容　

建
築
の
プ
ロ
で
あ
る
同
会
会
員
が

希
望
者
宅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
施
工
し
ま
す
。

■
費
用　

取
り
付
け
費
用
無
料
、
た
だ
し
、

固
定
金
具
代
は
実
費
必
要

■
照
会
先　

全
建
総
連
関
支
部
・
小
林
裕（
☎

０
９
０
―
２
１
８
１
―
５
１
８
８
）
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国
民
年
金
　
学
生
の
方
で

年
金
の
納
付
に
お
困
り
の
方
は

　

所
得
が
な
い
学
生
の
方
が
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を

防
ぐ
た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
こ
の
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類　

　
（
●
…
必
要
、
○
…
場
合
に
よ
っ
て
必
要
）

●
国
民
年
金
手
帳

●
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
）

○
会
社
を
離
職
し
学
生
に
な
っ
た
方
は
雇
用

保
険
離
職
票

※
詳
し
く
は
、
20
歳
に
な
っ
た
際
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
届
い
た
チ
ラ
シ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所
（
☎
０

５
７
４
―
25
―
８
１
８
１
）、
国
保
年
金

課
年
金
係（
☎
23
―
６
７
２
４
・
６
７
２
５
）

高
齢
者
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
入
浴
助
成
券

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、平
成
25
年
度
「
高

齢
者
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
入
浴
助
成
券
」
の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
助
成
券
は
、

市
内
４
つ
の
入
浴
施
設
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
助
成
額
は
、
助
成
券
１
枚
に
つ
き
２

０
０
円
で
す
。

■
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方　

※
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の

方
は
除
く
。

■
交
付
方
法　

印
鑑
お
よ
び
ご
本
人
と
確
認

で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持
参

し
、
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
事
務

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
さ
れ

た
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
１
カ

月
あ
た
り
１
枚
の
助
成
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。

■
利
用
で
き
る
入
浴
施
設　

▽
倉
知
温
泉
マ
ー
ゴ
の
湯
（
倉
知
）

▽
板
取
川
温
泉
バ
ー
デ
ェ
ハ
ウ
ス
（
板
取
）

▽
武
芸
川
温
泉
ゆ
と
り
の
湯
（
武
芸
川
町
八

幡
）

▽
上
之
保
温
泉
ほ
ほ
え
み
の
湯
（
上
之
保
）

■
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―
７
７
３

０　

23
―
７
７
４
８
）

ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者

慰
労
金
・
紙
お
む
つ
購
入
券

の
支
給
の
申
請

【
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰
労
金
】

■
対
象　

市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、
要
介

護
３
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方

■
支
給
額　

月
５
０
０
０
円

■
対
象
月　

平
成
24
年
10
月
～
平
成
25
年
３

月
分

■
申
請
期
間　

４
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）

【
紙
お
む
つ
購
入
券
の
支
給
】

■
対
象　

要
介
護
３
以
上
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
ね
た
き
り
や
認
知
症
の
た
め

に
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方

■
購
入
券　

月
５
０
０
０
円
分

■
費
用　

１
割
の
負
担
が
必
要

※
ど
ち
ら
も
、
入
院
・
入
所
な
ど
で
１
カ

月
の
う
ち
８
日
以
上
自
宅
に
い
な
い
期

間
が
あ
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰

労
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
滞

納
の
あ
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
の

証
明
が
必
要
で
す
。

■
申
請
・
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―

　

７
７
３
０
）
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

本
を
読
も
う
！

毎
月
第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日

　

読
書
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を
育
む
読
書

の
ま
ち
関
市
を
目
指
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
読
書
の
日
」
と
し
ま
す
。

　

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
ま

す
。
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
に
は
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
を
ち
ょ
っ
と
お
休
み
し
て
家
族
で
読

書
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

23
―
７
７
７
８
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.4.1



24

上
下
水
道
の
届
出

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

印
鑑
を
持
参
の
上
、
水
道
課
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
使
用
を
開
始
す
る
と
き

▽
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
る
と
き

▽
市
内
で
転
居
さ
れ
る
と
き

▽
一
時
休
止
し
て
い
た
水
道
の
使
用
を
再
開

す
る
と
き

■
使
用
を
止
め
る
と
き

▽
市
外
へ
引
っ
越
し
さ
れ
る
と
き

▽
市
内
で
転
居
さ
れ
る
と
き

▽
長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

▽
建
て
替
え
な
ど
で
家
を
取
り
壊
す
と
き

■
使
用
者
な
ど
が
変
わ
る
と
き

▽
使
用
者
ま
た
は
所
有
者
の
氏
名
や
名
称
が

変
わ
る
と
き

※
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
届
出
の
必
要
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
管

理
会
社
ま
た
は
水
道
課
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
井
戸
水
な
ど
を
使
用
の
方
は
】

　

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
の
下

水
道
料
金
は
、
使
用
人
数
に
よ
り
使
用
水
量

を
認
定
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

使
用
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
や
井
戸

水
な
ど
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
下

水
道
課
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場
合
や
井

戸
水
用
の
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
照
会
先　

水
道
課
（
☎
23
―
７
７
０
７
）、

下
水
道
課
（
☎
23
―
７
７
０
８
）

日
本
再
生
人
材
育
成
支
援

奨
励
金

　

健
康
、
環
境
、
農
林
漁
業
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
、
雇
用
す
る
労
働
者
（
非
正
規
雇
用

を
含
む
）
に
一
定
の
職
業
訓
練
を
行
う
事
業

主
に
対
し
、
経
費
な
ど
を
支
給
す
る
奨
励
金

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
（
☎
０
５
８
―
２

６
３
―
５
６
５
０
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
関
（
☎
22
―
３
２
２
３
）

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

リ
ハ
ビ
リ
室
の
自
由
利
用
日

　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉
会
館
２

階
・
リ
ハ
ビ
リ
室
」
で
は
、
自
由
に
利
用
で

き
る
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
筋
力
が
低
下
し

て
い
る
方
や
関
節
が
硬
く
な
っ
て
い
る
方
、

体
を
動
か
す
場
所
を
希
望
す
る
方
な
ど
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
自
由
利
用
日

▽
毎
週
水
曜
日
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

▽
毎
週
金
曜
日
＝
午
後
１
時
15
分
～
３
時
30

分
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
）

※
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
室
に
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料　

無
料

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

関
市
防
災
訓
練
補
助
金

　

市
で
は
、
住
民
の
自
助
・
共
助
の
推
進
を

図
る
た
め
、
自
主
的
に
実
施
す
る
防
災
訓
練

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象　

自
主
防
災
会

■
要
件　

自
主
防
災
会
が
主
催
す
る
防
災
訓

練
で
、
５
０
０
０
円
以
上
の
経
費
を
支

出
す
る
訓
練
（
避
難
・
消
火
・
救
命
救
助
・

炊
出
し
訓
練
な
ど
）

■
補
助
金
額　

５
０
０
０
円（
年
４
回
ま
で
）

※
２
つ
以
上
の
自
主
防
災
会
が
合
同
で
実
施

す
る
場
合
は
、
訓
練
に
要
し
た
費
用
の

１
０
０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
ま

た
は
合
同
で
訓
練
を
行
っ
た
自
主
防
災

会
の
数
に
５
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た

額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
年
１
回
ま
で
）

■
申
請
方
法　

訓
練
を
実
施
す
る
日
の
前
日

（
開
庁
日
）
ま
で
に
危
機
管
理
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

広報せき 2013.4.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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関市の人口（3 月1 日現在）

 92,680 人  （－ 59 人）

男 45,203 人 　（－ 28 人）

女 47,477 人　（－ 31 人）

世帯数 34,015 世帯（＋ 8 世帯）

※（　）は前月比

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
期
間　

４
月
６
日
（
土
）
～
15
日
（
月
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う
子

ど
も
と
お
年
寄
り

■
重
点
項
目　

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

春
の
農
作
業
に
あ
た
っ
て

　

春
の
農
繁
期
と
な
り
、
農
業
機
械
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

農
業
機
械
で
隣
接
ほ
場
へ
移
動
す
る
時
や

ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
す
る
時
に
転
倒
・
転
落
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る
作

業
計
画
を
立
て
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
車
両
で
道
路
を

走
行
す
る
と
き
は
、
タ
イ
ヤ
な
ど
に
付
着
し

た
泥
を
農
地
内
で
落
と
し
、
道
路
利
用
者
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

水
田
の
代
か
き
を
す
る
時
は
、
河
川
に
泥

水
が
流
れ
て
濁
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
浅
水

で
代
か
き
を
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先   

農
務
課
（
☎
23
―
７
７
０
５

　

23
―
７
７
４
１
）　

農
地
の
賃
借
料
情
報
提
供

　

農
地
の
貸
し
手
・
借
り
手
に
お
い
て
賃
借

料
決
定
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
農
地
法
お
よ

び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
実
勢
賃

借
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
情
報
は
、
平
成
24
年
１
月
～
12
月

の
期
間
の
田
の
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
金
額
で

す
。
賃
借
料
を
物
納
支
給
（
米
）
と
し
て
い

る
場
合
は
、
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
万
７

０
０
円
に
換
算
し
て
い
ま
す
。

※
使
用
貸
借
と
は
、
無
償
の
貸
借
で
す
。

■
旧
関
市
地
区　

▽
平
均
額
＝
７
０
３
０
円

▽
最
高
額
＝
８
万
円　

▽
最
低
額
＝
２

０
０
０
円　

▽
デ
ー
タ
数
＝
３
８
５
筆

▽
そ
の
他
使
用
貸
借
数
＝
１
３
１
筆

■
武
儀
・
上
之
保
地
区　

▽
平
均
額
、
最
高

額
、
最
低
額
、
デ
ー
タ
数
＝
デ
ー
タ
な

し　

▽
そ
の
他
使
用
貸
借
数
＝
９
筆

■
洞
戸
・
板
取
・
武
芸
川
地
区　

▽
平
均
額

＝
５
３
４
０
円　

▽
最
高
額
＝
７
４
３

０
円　

▽
最
低
額
＝
１
０
０
０
円　

▽

デ
ー
タ
数
＝
59
筆　

▽
そ
の
他
使
用
貸

借
数
＝
25
筆

■
照
会
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
23
―

７
５
４
３　

23
―
７
７
４
１
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を

無
料
で
行
い
ま
す

■
内
容　
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震

診
断
」（
窓
口
に
て
配
布
）
を
添
え
申
し

込
む
と
、
市
が
無
料
で
「
岐
阜
県
木
造

住
宅
耐
震
相
談
士
」
を
派
遣
し
、
耐
震

診
断
お
よ
び
概
算
耐
震
補
強
工
事
費
に

関
す
る
情
報
の
提
供
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
診
断
の
時
期
は
申
し
込
み
か
ら

２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
要
件

　▽
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の

所
有
者
で
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅　

▽
一
戸
建
て
の
木
造

住
宅
（
店
舗
な
ど
併
用
住
宅
は
延
べ
面

積
の
半
分
以
上
が
住
宅
）　

▽
在
来
軸
組

構
法
、
伝
統
的
構
法
お
よ
び
枠
組
壁
工

法
に
よ
る
も
の

■
募
集
戸
数　

１
０
０
戸
（
申
し
込
み
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

所
定
の
申
込
書
で
都
市

計
画
課
（
☎
23
―
７
６
９
９　

23
―
７

７
４
６
）、
西
部
支
所
ま
た
は
各
地
域
事

務
所
へ
提
出

東谷マスエさん

　2月で100歳の誕生日を迎えられた東谷マスエさ

ん（稲口）に、関市からお祝い金が贈呈されました。

東谷さんは、お話し好きで笑顔が絶えないおばあち

ゃんです。好き嫌いなく何でも食べることが長生き

の秘訣だそうです。いつまでもお元気で。

照会先　高齢福祉課　☎２３－７７３０

広報せき 2013.4.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 188 円 2円

大根 １本 147 円 △ 17 円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 832 円 △ 8円

牛乳 紙パック１㍑ 182 円 △ 2円

食パン スライス１斤 151 円 5円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 290 円 △ 36 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,335 円 0円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:3 月 1日）（価格は消費税込み）△印＝マイナス

3 月の平均小売価格
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家
庭
な
ど
の
生
け
垣
に
助
成

　

市
で
は
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
生
け
垣
で
緑
化
を
さ
れ
る
方
に
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
条
件

や
申
請
方
法
な
ど
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１　

23
―
７
７
４
６
）

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

美
濃
ス
テ
ー
ジ
開
催
に
伴
う

交
通
規
制

　

美
濃
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
美

濃
ス
テ
ー
ジ
」
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
迂
回
や
規
制
時
間
を
避
け

る
な
ど
し
て
、
洞
戸
・
板
取
・
武
芸
川
方
面

へ
の
往
来
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
21
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午

後
１
時
30
分
ご
ろ
（
レ
ー
ス
中
、
コ
ー

ス
上
は
全
面
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
）

■
場
所　

主
要
地
方
道
美
濃
洞
戸
線
の
美
濃

市
部
分
ほ
か

■
照
会
先　

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
美

濃
ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

33
―
２
０
０
９
）

平
成
24
年
度

岐
阜
県
市
町
村
振
興
補
助
事
業

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
岐
阜
県
か
ら
平
成
24

年
度
市
町
村
振
興
補
助
金
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

◎
健
診
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　

が
ん
の
検
診
や
特
定
健
診
な
ど
の
申
し
込

み
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
も
で
き
る

よ
う
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
健
診
予
約
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

◎
小
瀬
鵜
飼
伝
統
文
化
推
進
事
業

　

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
小
瀬
鵜

飼
」
の
維
持
保
存
お
よ
び
観
光
誘
客
の
た
め

の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
防
災
士
資
格
取
得
補
助
事
業

　

防
災
指
導
員
連
絡
協
議
会
に
対
し
て
、
防

災
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

◎
寺
子
屋
事
業

　

児
童
生
徒
が
、
地
域
の
著
名
人
や
専
門
家

な
ど
の
講
師
か
ら
地
域
の
自
然
や
文
化
な
ど

を
学
ぶ
た
め
、
各
学
校
の
共
生
学
校
づ
く
り

推
進
委
員
会
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

■
照
会
先　

財
政
課
（
☎
23
―
７
７
０
９　

23
―
７
７
４
４
）

平
成
24
年
度
岐
阜
県
伝
統
文
化

継
承
功
績
者
顕
彰

　

民
俗
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
（
浦
嶋
山
車

お
よ
び
浦
嶋
囃
子
）
で
安
田
實
さ
ん
（
86
歳
・

常
盤
町
）、民
俗
技
術
の
伝
承（
竹
細
工
技
術
）

で
石
原
文
雄
さ
ん
（
77
歳
・
相
生
町
）
が
平

成
25
年
２
月
21
日
、
岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承

功
績
者
顕
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
３
１
３
）

見
守
り
標
語
金
賞
作
品
を

掲
示
し
ま
す

　

昨
年
９
月
に
「
あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り

標
語
」
を
募
集
し
、
６
８
７
作
品
も
の
応
募

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

金
賞
作
品
は
懸
垂
幕
で
、
わ
か
く
さ
・
プ

ラ
ザ
に
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、
銀
賞
、
銅
賞
、

入
選
作
品
は
「
子
ど
も
見
守
り
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
標
語
」
と
し
て
、
毎
月
広
報
せ
き
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
金
賞
】

声
か
け
る　

あ
の
子
も
こ
の
子
も　

み
な
家
族

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

23
―
７
７
７
８
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

12日（日）
午前９時～正午

市民課・国保年金課
生活環境課

に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

5月の
市役所休日窓口開設

広報せき 2013.4.1

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 4月号

岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分～10時45分
午前8時～8時15分
午後8時15分～8時30分
午後3時30分～3時45分
午後7時45分～8時
午前9時30分～9時45分

子育て支援のさまざまな取り組みを紹介し、
子育てしやすい環境づくりを考えます。

「ワクワクドキドキ子育てって楽しい」

4/  5：篠田桃紅美術空間企画展
4/12：関市  春のまつり
4/19：あんどんみこしコンクール
4/26：ゴールデンウィークスペシャル

4/  3：関市の桜見どころ紹介
4/17：春の伝統行事  関まつり

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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4月26日（金）
午前10時30分～11時30分

4月13日（土）
午後2時～4時

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・和室」

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・料理実習室」

12組　※申し込み順

赤ちゃんと保護者

竹腰順子
（関市立図書館司書）

尾上卓生さん

（岐阜県技術アドバイザー）

20人　※申し込み順

簡単で、すぐに遊べて、お
母さんもお子さんも楽しくなる“わら
べうた”で遊びましょう。

マイ包丁を自分で砥いて、台
所仕事を楽しくしましょう。

現在使用中の包丁 1 丁、自分で
切ってみたい食品1点以上、ふきん1 枚

わらべうたで遊ぼうみんなで
“へびいちのすけくん”を

作ろう

マイ包丁を砥ぎましょう！

日　時日　時

場　所場　所

内　容
内　容

持ち物 定　員

対　象

講　師講　師

定　員

24-2525

桜本町2 丁目
4 月の休館日 1日(月)、8日(月)、15日(月)、22日（月）、30日（火）

4月の主な行事

※行事・日時など一部変更されることがあります。

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

4日（木） 大ホール 岐阜医療科学大学　入学式 午前10時30分

6日（土） 市民ロビー アフタヌーンコンサート
樋口健司さん　ピアノ演奏 午前11時

6日(土)～
7日（日） ホワイエ 関山草会　展示会、チャリティーバザー 午前9時

11日(木)～
14日（日） 第1～3個展室 パレットの会　創立15周年記念展 午前10時

20日(土)～
21日（日） ホワイエ 濃風会　春の盆栽展示会 午前9時

26日(金)～
28日（日） 第1～3個展室 彩日本画会　グループ展 午前10時

28日（日） 大ホール 関女声合唱団　35周年記念コンサート 午後2時

24-2529

若草通2 丁目 4 月の休館日 1日（月）、8日（月）、15日（月）、22日（月）

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：6日・13日・20日・27日 いずれも午後2時～2時30分／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：7日・14日・21日・28日 いずれも午後2時～2時30分／読み手：かみふうせん
木曜日：18日　午前10時30分～11時／読み手：てくてく

場　所

日　時

図書館イベントは“参加無料”です。

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAXにてお待ちしています。図書館イベント参加者募集

4月の
おはなし会

4月の
おはなし会

有料

4月23日（火）
午後2時～3時30分

15人　※申し込み順

田下貴子さん

人形を作って、演じて、お
話しをして、いつもの読み聞かせ
に楽しさをプラスしませんか。

日　時

場　所

内　容

定　員

講　師

平成25年度 平成25年度

文化会館友の会 さろん・こんさーと・せき
◆
◆
◆

◆

会員募集中 会員募集中

会員期間
会　費
特　典

申込方法

平成25年4月1日～平成26年3月31日
年額1,000円（郵送料など）
①毎月25日発行の「会館だより」を郵送します。
②文化会館主催の催し物（市民の劇場）の入場券を電

話予約できます。
直接、文化会館事務所へ

◆
◆
 
◆

会　費
申込方法

照会先

文化会館小ホールコンサート、年５回のクラシック生の演奏会など
を予定しています。会員には、公演ごとにチケットを郵送します。

年額6,000円
文化会館事務所または、郵便振替

（00890－2－46341 さろん・こんさーと・せき）
事務局・岸（☎22－9667）

【4月から祝日の翌日休館がなくなり、開館日が増えます。（本館のみ）】

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・創作実習室」

広報せき 2013.4.1
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心の健康相談
献血にご協力を

4 月 16 日（火）

4 月 22 日（月）

5 月 2 日（木）

― 献血すませ笑顔で挨拶　またするね。―

◆川嶋工業㈱（池尻）
　13：30 ～ 16：00

◆関警察署（下有知）
　9：30 ～ 12：00
◆武芸川事務所（武芸川町八幡）
　14：00 ～ 16：00

◆バロー関緑ヶ丘店（緑ヶ丘）
　9：30 ～ 12：00、13：30 ～ 16：00

成人健康相談

●日時・場所　4 月 9 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
　　　　　　　＝関市保健センター
●相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター、
　　　　　関保健所健康増進課（☎ 33-4011）

●日 時 　4 月 24 日（水）午前 9 時～ 10 時 30 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談
　　　　（栄養士の食生活相談は予約が必要）　　　
●場所・照会先　関市保健センター ※ 3 日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血

できません。ご注意ください。

健
康
情
報

H
e

a
lt

h
 
In

f
o

r
m

a
t

io
n

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩みの方
ご相談ください。

4 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター 毎週
（火） 10:30 ～ 11:15

母子健康手帳の交付
妊婦健診受診券の交付

妊娠中の健康についてのお話その他
保健センター 予約制

すこやか相談

関市保健センター
（全地域）

18 日
（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談

（予約が必要）

子どもの
心の相談

17 日
（水） 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（予約が必要）

乳幼児
健康相談

板取保健センター
（板取）

12 日
( 金 ) 9:30 ～ 11:00

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

洞戸保健センター
（洞戸）

19 日
( 金 ) 9:30 ～ 11:00

関市保健センター
（関）

22 日
（月） 9:00 ～ 10:00

武芸川保健センター
（武芸川）

30 日
（火） 14:00 ～ 15:30

日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

4/7 恵 み ク リ ニ ッ ク（ 大 平 台 ☎ 28-3120）森 歯 科 医 院（ 富 之 保 ☎ 49-2761）

14 長 村 医 院（ 東 山 ☎ 24-5281）大 山 歯 科 医 院（ 肥 田 瀬 ☎ 23-9201）

21 にしだ泌尿器科クリニック（ 緑町2丁目 ☎ 25-2755）山 田 歯 科 医 院（ 緑ヶ丘2丁目 ☎ 24-3818）

28 高 井 ク リ ニ ッ ク（ 稲 口 ☎ 23-8877）博 愛 歯 科 医 院（ 武芸川町高野 ☎ 46-2020）

29 さわやか内科クリニック（ 山 田 ☎ 46-9361）和 田 歯 科 医 院（ 旭ヶ丘2丁目 ☎ 23-8818）

5/3 にしだ泌尿器科クリニック（ 緑町2丁目 ☎ 25-2755）安 桜 歯 科（ 西本郷通7丁目 ☎ 23-4838）

4 兼村こどもクリニック（ 東 貸 上 ☎ 25-0611）井 上 歯 科 医 院（ 山 田 ☎ 28-5122）

5 林 医 院（ 平和通6丁目 ☎ 22-5531）えんどうインプラント矯正歯科クリニック（ 西本郷通2丁目 ☎ 24-6900）

4
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム　（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020
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日 関　地　区 武芸川地区

4/6 中 島 水 道 工 業（ 市 平 賀 ☎ 2 2 - 5 3 4 4 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

7 上 田 水 道 工 業 所（ 貸 上 町 ☎ 2 2 - 5 6 3 2 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

13 沼 田 水 道 設 備（ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

14 三 和 住 宅 設 備（ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

20 兼 松 工 業（ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

21 マ エ ノ 設 備（ 池 尻 ☎ 2 2 - 8 2 3 0 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

27 杉 本 管 工（ 東 志 摩 ☎ 2 2 - 8 2 6 7 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

28 小 沢 設 備 工 業（ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

29 兼 松 管 工（ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

5/3 オ ザ キ（ 小 瀬 ☎ 2 3 - 1 3 7 2 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

4 波 多 野 設 備（ 東 町 １ 丁 目 ☎ 2 2 - 6 7 6 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

5 丸 長 設 備 工 業（ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

4/6 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

7 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

13 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎090-2187-6787）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

14 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

20 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

21 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

27 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

28 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

29 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

5/3 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）松波水道ポンプ工業所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

4 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

5 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

4 月の水道当番

4月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）
　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）
　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●結婚相談（☎23-7776）

　 ▼  5日（金）・19日（金）午後1時～3時30分
　　13日（土）・28日（日）午前9時～11時
　　 学習情報館2階　2-1研修室

　 ▼  5日（金）午後1時～3時30分
　  28日（日）午前9時～11時
　  洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター
●高齢者相談（中央☎25-2988、東☎49-2122、西☎0581-58-2711）
　月～金曜日　午前9時～午後5時　中央・東・西の各地域包括支援センター

●福祉総合相談（☎22-0372）
　各日とも午後1時30分～3時30分
　洞戸　12日（金）  武芸川　16日（火）
　板取　04日（木）  上之保　23日（火）
　武儀　19日（金）
　関 　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階　1-1相談室
●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）
　2日（火）、5月7日（火）午後1時～4時
　総合福祉会館1階　1-1相談室
●臨床心理士によるこころの健康相談（☎21-5566）
　8日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）
　かざぐるまサポートセンター（稲口）（予約が必要）
●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）
　10日（水）・24日（水）午後1時～3時
　21日（日）午前10時～正午
　総合福祉会館1階　生活訓練室
●家庭児童相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階　家庭児童相談室
●母子・女性相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター
●まちの保健室（☎24-0111）
　28日（日）午前11時～午後1時
　総合福祉会館1階　生活訓練室

●内職就業相談（☎24-6767）
　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）
●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）
　17日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー
●多重債務相談（☎23-6752）1日（月）～10日（水）（土・日を除く）に電話予約
　12日（金）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●消費生活相談（☎23-6752）
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課
●法律相談（☎22-2266）
　15日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）
●ＤＶ電話相談（☎25-1489）
　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）
　 ▼11日（木）・18日（木）・25日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階　1-1相談室
●行政相談（☎23-6706） ▼  4日（木）午後1時～3時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●不動産に関する相談（☎23-6706） ▼  9日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　国保年金課（予約が必要）

｝各老人福祉センター

相談室
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関の「文化財」を紹介します。

その33

照会先  文化財保護センター  ☎ 46-231356

　シデコブシはモクレン科モクレン属の落葉樹で、同科同属のコブシとタムシバ
の交雑によって誕生したと考えられています。春先に白色から薄紅色の花を咲か
せ、たくさんの花弁が放射状に開いている姿が御

ご へ い

幣に付けられた紙
し で

垂に似ている
ところからシデコブシの名がついたといわれています。
　日本列島固有の種で、分布は東海地方に限られていますが、日当たりの良い湿
地に生えるため、開発などで伐採されやすく、現在は絶滅危惧種に指定されてい
ます。市内でもこれまで数箇所の自生地が確認されています。
　コブシに比べて小ぶりなので、別名ヒメコブシとも呼ばれますが、春先（3 ～
4 月）に可憐な花を咲かせた姿はとても美しく、見る人の心を和ませてくれます。

56

県道勝山山田線沿い（関市～坂祝町境付近）
関工業団地より、東に3ｋｍほど
株式会社マツバラ関工場地内
（迫間字大下 1番地 1）
※場所などの詳しくは（株）マツバラ担当者　
　（☎ 090―6808―5272）へお尋ねください。
※見学の際は、（株）マツバラ社員駐車場を　
　ご利用ください。

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail hishokoho@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.lg.jp/

「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。
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下迫間のシデコブシ自生地
（関市天然記念物）

▲関市の天然記念物に指定

▲咲き始め
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